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【
う
ら
へ
続
く
】

　

菅
首
相
の
日
本
学
術
会

議
人
事
介
入
問
題
。「
任
命

拒
否
の
６
氏
が
そ
ろ
っ
て

会
見
し
、『
違
憲
違
法
、
撤

回
す
べ
き
』と
批
判
し
た
」

「
共
同
通
信
の
世
論
調
査

で
は
『
菅
首
相
の
説
明
に

不
十
分
だ
』
が
72
・
７
％

に
達
し
た
。
国
民
は
納
得

し
て
い
な
い
」「
野
党
４
党

　

日
本
郵
便
の
期
間
雇
用

社
員
ら
が
、
正
社
員
と
の

不
合
理
な
格
差
を
禁
じ
た

労
働
契
約
法
20
条
に
違
反

す
る
と
し
て
訴
え
た
裁
判

で
最
高
裁
は
15
日
、
扶
養

手
当
や
年
末
年
始
手
当
、

日
本
郵
便
の
格
差
は
「
不
合
理
」

非
正
規
の
手
当
・
休
暇 

最
高
裁
認
め
る

が
臨
時
国
会
で
首
相
を
徹

底
追
及
す
る
こ
と
を
確
認

し
た
」「
任
命
拒
否
に
関

わ
っ
た
と
さ
れ
る
杉
田
官

房
副
長
官
の
国
会
招
致
を

求
め
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

菅
首
相
の
著
書
改
訂
版

で
不
都
合
な
記
述
削
除
。

「
改
訂
版
で
は『
議
事
録
は

最
も
基
本
的
な
資
料
で
、

そ
の
作
成
を
怠
っ
た
こ
と

「インピーダンス DVD 版」発行のお知らせ
　『インピーダンス』は日本共産党通研支部の職場新聞とし
て 1950 年 3 月の創刊以来、職場のすべての働く人々の生
活と権利を守り、平和と民主主義のために発行してきまし
た。創刊から今年で 70 年になりました。
　このたび、創刊号から 2020 年 3 月（2514 号）までの
紙面を PDF ファイルとして
編 集 し、「 イ ン ピ ー ダ ン ス
DVD 版」を作成しました。「イ
ンピーダンス DVD 版」が、今
後とも職場の自由と民主主義、
国民本位の科学・技術の発展
のたたかいに役立てられるこ
とを願っています。
　「インピーダンス DVD 版」
を入手希望の方はメールにて

インピーダンス・ホームページの
リニューアルのお知らせ

新たな URL およびメールアドレスです。
http://impedance.sakura.ne.jp/
jcp.impedance@gmail.com

住
居
手
当
を
支
給
せ
ず
、

夏
期
冬
期
休
暇
、
有
給
の

病
気
休
暇
を
認
め
な
い
の

は
不
合
理
と
す
る
判
決
を

出
し
ま
し
た
。

　

日
本
郵
便
の
非
正
規
社

員
は
約
18
万
４
０
０
０
人

で
正
社
員
と
ほ
ぼ
同
規
模
。

同
じ
業
務
に
就
き
な
が
ら

待
遇
格
差
を
強
い
ら
れ
、

正
社
員
へ
の
登
用
も
抑
制

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

判
決
は
夏
期
・
年
末
手

当
の
支
給
格
差
は
認
め
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
非
正
規

社
員
の
均
等
待
遇
に
向
け

て
大
き
な
前
進
で
す
。

労
働
契
約
法
20
条

　

パ
ー
ト
や
契
約
社
員
な

ど
有
期
雇
用
の
人
と
、
正

社
員
な
ど
無
期
雇
用
の
人

で
、
仕
事
の
内
容
や
責
任

な
ど
が
同
じ
で
あ
れ
ば
、

労
働
条
件
に
不
合
理
な
差

を
つ
け
る
こ
と
を
禁
止
し

ま
し
た
。
２
０
１
３
年
施

行
。
18
年
か
ら
パ
ー
ト
・

有
期
法
に
統
合
さ
れ
ま
し

た
が
、「
均
衡
」
を
図
れ
ば

よ
い
と
さ
れ
て
お
り
、
恣

意
的
格
差
を
防
ぐ
た
め
に
、

「
均
等
待
遇
」の
明
記
が
必

要
で
す
。核兵器禁止条約発効まで

あと１カ国
   ジャマイカ、ナウルが批准

　

カ
リ
ブ
海
の
ジ
ャ
マ
イ

カ
と
南
太
平
洋
の
島
国
ナ

申し込みください。
　1 枚 3000 円。
　e-mail：jcp.impedance@gmail.com

ウ
ル
が
、
23
日
ま
で
に
核

兵
器
禁
止
条
約
を
批
准
し

ま
し
た
。
発
効
に
必
要
な

50
カ
国
ま
で
あ
と
１
カ
国

に
迫
り
ま
し
た
。

　

日
本
政
府
は
禁
止
条
約

に
背
を
む
け
た
ま
ま
で
、

多
く
の
国
際
世
論
を
裏

切
っ
て
い
ま
す
。
唯
一
の

核
兵
器
被
爆
国
日
本
こ
そ

直
ち
に
批
准
す
べ
き
で
す
。
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

は
国
民
へ
の
背
信
行
為

だ
』
の
記
述
が
削
除
さ
れ

た
」「
官
房
長
官
の
時
、森

友
・
加
計
・
桜
問
題
で
議

事
録
な
ど
を
作
ら
な
か
っ

た
り
し
た
た
め
か
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。

「
東
京
で
は
３
日
連
続

１
０
０
人
を
超
え
た
」「
欧

州
で
は
ス
ペ
イ
ン
、
フ
ラ

ン
ス
な
ど
感
染
第
２
波
が

深
刻
化
し
て
い
る
」「
政
府

が
ビ
ジ
ネ
ス
目
的
に
限
り

72
時
間
以
内
の
短
期
滞
在

者
の
入
国
受
け
入
れ
を
決

め
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

調
布
市
の
住
宅
街
の
市

道
で
道
路
が
陥
没
。「
真
下

47
ｍ
で
東
京
外
環
道
の
地

下
ト
ン
ネ
ル
堀
削
工
事
が

行
わ
れ
て
い
た
」「
現
場
の

近
く
に
住
む
従
兄
が
『
命

に
係
わ
る
大
問
題
。
一
日

も
早
く
原
因
を
究
明
し
対

応
し
て
欲
し
い
』
と
市
に

要
請
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

核
兵
器
禁
止
条
約
発
効

に
必
要
な
50
か
国
ま
で
あ

と
１
ヵ
国
。「
ジ
ャ
マ
イ
カ

と
ナ
ウ
ル
が
批
准
し
49
ヵ

国
に
な
っ
た
」「
ア
メ
リ
カ

が
批
准
し
た
複
数
の
国
に

撤
回
す
る
よ
う
圧
力
を
か

け
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ア
メ
リ
カ
版
「
は
や
ぶ

さ
」
が
小
惑
星
へ
の
着
地

成
功
（
21
日
）。「N

ASA

の
探
査
機
が
地
球
か
ら

３
億
キ
ロ
以
上
離
れ
た
小

惑
星
『
ベ
ン
ヌ
』
に
着
地

し
た
」「
は
や
ぶ
さ
の
成
果

を
取
り
入
れ
て
開
発
が
進

め
ら
れ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
ブ
ド
ウ
の
旬
は
終

わ
っ
た
。
リ
ン
ゴ
は
美
味

桐
野
夏
生
著

　『
日
没
』

  

岩
波
書
店
１
８
０
０
円

　

菅
首
相
に
よ
る
学
術
会

議
任
命
拒
否
事
件
が
起

こ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
今

大
変
注
目
さ
れ
て
い
る
小

説
。「
風
紀
」を
乱
す
作
家
、

体
制
を
批
判
す
る
作
家
、

反
原
発
小
説
を
書
く
作
家

な
ど
が
「
更
生
施
設
」
に

閉
じ
こ
め
ら
れ
、
毎
日
の

よ
う
に
「
健
全
」
な
「
習

作
」
の
提
出
が
求
め
ら
れ

る
。
暴
力
、
密
告
、
脅
迫

の
渦
巻
く
中
、
屈
服
し
な

い
作
家
は
「
自
殺
」
に
追

い
込
ま
れ
る
。

　

強
権
政
治
と
全
力
で
闘

わ
な
い
と
、
こ
う
い
う
恐

ろ
し
い
事
態
も
起
こ
り
う

る
こ
と
を
示
唆
す
る
警
告

の
書
で
あ
る
。　
（
Ｓ
）

　

学
術
会
議
は
、
政
府
へ

の
「
答
申
」、「
要
望
」、「
提

言
」
や
、
特
に
必
要
な
問

題
に
意
思
を
示
す「
声
明
」

を
出
し
、
政
府
以
外
の
機

関
か
ら
の
審
議
依
頼
に
こ

た
え
る
「
回
答
」、政
府
に

政府は「答申がない」と言うが

　生活密着提言など
　　9 月までに 83 本
　学術会議攻撃  通用しない

強
く
実
現
を
求
め
る
「
勧

告
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
９
月
末
ま
で
に

83
本
の
提
言
・
報
告
を
提

出
。「
我
が
国
の
子
ど
も
の

成
育
環
境
の
改
善
に
む
け

て
」「
認
知
症
に
対
す
る
学

術
の
役
割
」「
大
学
入
試
に

お
け
る
英
語
試
験
の
あ
り

方
に
つ
い
て
」「
感
染
症
の

予
防
と
制
御
を
目
指
し
た

常
置
組
織
の
創
設
に
つ
い

て
」
な
ど
国
民
生
活
に
直

接
か
か
わ
る
多
様
な
提
言

を
し
て
い
ま
す
。

　

政
府
、
自
民
党
の
学
術

会
議
攻
撃
は
、
会
員
任
命

拒
否
へ
の
国
民
の
批
判
か

ら
の
露
骨
な
論
点
そ
ら
し

で
あ
り
脅
か
し
で
す
。

　

東
電
福
島
第
一
原
発
で

発
生
し
た
汚
染
水
を
処
理

し
た
後
の
放
射
性
物
質
ト

リ
チ
ウ
ム
を
含
む
水
は
貯

蔵
タ
ン
ク
に
保
管
し
て
い

ま
す
。
現
在
の
タ
ン
ク
計

福
島
第
一  

汚
染
水
海
洋
放
出

断
じ
て
認
め
ら
れ
な
い

　
立
ち
直
っ
て
き
た
漁
業
に
壊
滅
的
ダ
メ
ー
ジ

不利益変更は合意必要
コロナＱ＆Ａ 厚労省が更新

労働条件めぐり宮本議員が要請

　

厚
労
省
が
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
Ｑ

＆
Ａ
」
を
更
新
、
労
働
契

約
法
３
条
を
示
し
て
コ
ロ

ナ
を
理
由
と
し
た
労
働
条

件
の
不
利
益
変
更
は
、
労

働
者
の
合
意
が
な
け
れ
ば

で
き
な
い
と
指
摘
し
ま
し

た
。

　

日
本
共
産
党
の
宮
本
議

員
が
受
け
た
相
談
で
、
勤

務
日
数
や
労
働
時
間
の
明

示
を
削
除
し
た
労
働
契
約

へ
変
更
し
、
休
業
手
当
を

支
払
わ
な
い
な
ど
の
事
例

が
あ
り
、「
不
利
益
変
更
は

許
さ
れ
な
い
と
周
知
す
べ

き
だ
」
と
厚
労
省
に
要
請

し
て
い
ま
し
た
。

画
で
は
２
年
後
に
満
杯
に

な
る
見
込
み
で
、
タ
ン
ク

増
設
・
保
管
継
続
の
声
が

強
く
上
が
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
政
府
は
こ
の
声

に
背
を
向
け
つ
づ
け
、
汚

染
水
を
海
洋
放
出
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
今
月
中

の
放
出
決
定
は
断
念
し
ま

し
た
が
、
政
府
は
方
針
を

変
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

全
漁
連
や
漁
業
者
は
、

立
ち
直
っ
て
き
た
漁
業
に

壊
滅
的
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え

る
と
反
対
、
ま
た
42
自
治

体
が
「
反
対
」
や
「
慎
重
」

対
応
な
ど
の
意
見
書
を
採

択
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
的
に
海
洋
放
出
を

す
す
め
る
こ
と
は
断
じ
て

認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

し
い
も
の
が
出
だ
し
た
」

「
バ
ラ
が
き
れ
い
だ
」

ジュネーブで「世界最高水準」

  最低賃金 2650 円
   　住民投票で決定

　

ス
イ
ス
再
西
端
の
ジ
ュ

ネ
ー
ブ
州
で
、
時
給
23
ス

イ
ス
㌵（
約
２
６
５
０
円
）

の
最
低
賃
金
を
導
入
す
る

こ
と
が
、
９
月
末
の
住
民

投
票
で
決
ま
り
ま
し
た
。

世
界
最
高
水
準
の
額
と
な

り
ま
す
。

　

同
国
に
は
最
賃
を
規
定

す
る
法
律
が
な
く
、
ジ
ュ

ネ
ー
ブ
州
で
は
こ
れ
ま
で

２
度
の
住
民
投
票
で
否
決

さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
今

回
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
州
公
務
員
の

賃
下
げ
が
決
ま
り
、
住
民

の
不
安
が
広
が
る
な
か
で

導
入
が
決
ま
り
ま
し
た
。


